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Molisch (12)によってサボテン科 (Cactaceae)EPiphylum 属植物の表皮細胞中に多
様な形態を有する特異な蛋白封入体 Proteinkorper(とくに紡錘形が代表的〉が見つけら
れてより，主としてヨーロ yパの多数の細胞学者によって，サボテン科40属の植物に同様
な封入体が報告されている (M出cie& Udjbinac (11)による).Molisch以来，この封入
体は貯蔵物質であるとの見方が一般的であったが.Rosenzopf (15)は，封入体のない個
体を封入体のある個体に接木することによっても，また，後者の捕汁を注射することによ
っても前者に封入体が形成されること，さらに.細菌ろ過器を通した後も搾汁のこの性質
は失われないことから，この封入体はウイルスに由来するので、はないかと考えた(Amelun-
xen (1. 2)による).Amelunxen (1. 2)は初めて電子顕微鏡観察を行ない，この封入
体が大きさ 500x22mμ のひも状粒子の連鎖よりなることを明らかにするとともに，粒子
が核蛋白からなることを証明した. Brandes & Wetter (7)は数種のザボテンから電子
顕微鏡 dip法で長さ 515mμ と650mμ の2種のウイルス粒子を認め， それぞれ Cactus
'virus 1. Cactus virus 2としたが.その後 Brandes& Bercks (6)は前者を Cactus
virus X (CaVX)と命名した.同じように.Sammons & Chessin (16)はアメリカ合
衆国の数種のサボテンから.長さ 515mμ と300mμ の2種のウイルス粒子を観察した.
後者は，その後.Wetter & Paul (17)によって詳しく研究された.
Milicie & Udjbinac (11)は CaVXが ChenopodiumalbumとC.amaranticolorに
局部病斑を生じ.病斑部の表皮細胞中に多数の紡錘形封入体が形成されるのを見つけた.
その後.CaVXはサ守トウダイコン Betavulgaris var. rata f. rubra. フダンソウ B.
vulgaris var. ciclaおよびムギセンノウ Agrostemmagithago (以上10). センニチコウ
GomPhrena globosa (6. 8)に局部感染し，Chenopodium quinoaに全身感染することが
判明した (6).Brandes & Bercks (6). Bercks & Brandes (4. 5)および Bercks(3) 
によって，分類学上 Potatovirus X (PVX)群に入るウイルス聞の血清学的研究がなさ
れ. CaVXが形態だけでなく， 血清学上もこのウイルス群に入ることが確かめられた.
本報告では. CaVXの諸性状について著者らの得た知見を記述する.なお，わが国では，
すでに向らがこれまで未報告のサボテン科槌物16属から新たに CaVXを分離し，同定を
行なっている(13).
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実験材料と方法
1967年7月，鹿児島県川内市で採集したウチワサボテンの 1種 0ρuntiaspp.，同年9
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月，香川県小豆郡池田町で採集したウチワサボテンの 1種 Opuntiaspp.および当研究所
で保存中のカニサボテシ Sch/umbergeraRusse/ianaから CaVXが分離され，それぞ
れを CaVX-1，CaVX-2， CaVX-3とした.本報では，主として， CaVX-1について実験
を行なった.汁液接種は0.1M pH 7.0リン酸緩衝液とカーポランダムを用いた常法によ
った.検定植物には Chenopodiumquinoaを用いた.本ウイルスは，後述のように，保
存限度が長いために，接種葉からの戻し接種が困難な場合もあり，このようなときには表
皮細胞中に封入体が認められるかどうかによって判定した.実験はフアイロン温室で行な
った.その外の実験法については各項目にそれぞれ記述する.
実 験結果
1.封 入 体
CaVXを分離したウチワサボテシ， カユサボテンの原株および汁液接種で感染させた
植物の表皮をはがし，ヨード・ヨードカリ液(水100m/にI，4g，IK 8g)または Baldの
ギムザ染色によって，容易に多数の封入体を検出することができた.前の方法で，はがし
た組織片の撮にあって，破壊された細胞から染色液中にはみ出した封入体を観察できたの
で，この染色液中では封入体の崩壊が起こらないことがわかった.サボテシでは，ごく若
い扇茎に封入体が見られないこともあり，古い扇茎の方が封入体はよく発達している.ま
た，はがした表皮の部位によっても，封入体の形態に著しい相違が認められた.さらに，
後述のアカザ科，ヒユ科などの植物でも，接種葉表皮細胞から多様な形態の封入体を検出
することができた.もっとも典型的な形態は，両端または一端がとがり，表面が円滑また
は長軸方向に繊維束様のすじのある紡錘形で，細長いものからずんぐりしたものまであ
り，しばしば一方に曲って三日月状またはループとなる(図版 II-A，E). この外，表面
が粗くて太いこん棒様のもの，よじれたすじのある毛糸束様のもの，薪束あるいは柱状岩
石塊様のむの，輪， 8の字，太くてところどころ分枝しているひもが輸になったり，不規
則にからまったりしたものなどが観察された(図版 II-B，C， D). Milicie (9)が記載し
た細胞核内封入体は，本報の観察の範囲内では，見つけることがで、きなかった.一部貰化
し始めた C.amarantic%r接種葉から比較的大きく表皮をはがすことができるが， こ
れを検鏡すると，よく発達してほとんど細胞全体に広がった巨大な封入体のある細胞群，
ついで，その周聞を紡錘形または中央が太くなった円柱状封入体が存在する細胞群が取り
囲み，さらに，その周辺に数本の針状封入体の存在する細胞群が分布しこれらの同心円
状に展開する細胞群の中間地帯では封入体のない細胞群が存在するのが観察された.これ
らの観察から，最初， 1細胞中数本もあった針状封入体が次第に集合しながら発達し，最
終的には，もっとも普通に見られる 1-3本の紡錘形になるものと考えられる.
一方， CaVX-1， CaVX-2および CaVX-3をそれぞれ別の C.amarantic%rに同時
に接種し，その後形成される封入体の形態を比較検鏡した結果，もっとも特徴的な形態は
つぎの通りであった.i) CaVX-1 :少なくとも一端が鋭くとがり，長軸に沿ってすじがあ
る細長い紡錘形が特徴的であるが，感染中心部ではさらに発達した太いこん俸様塊も認め
られる. i) CaVX-2:表面が粗く， 長軸方向に沿って乱れたすじのあるこん棒形が感染
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中心部で多く，ついで両端のとがり方が鈍い細長い紡錘形も観察され， CaVX-1と区別し
にくい. ii) CaVX-3:薪束または長軸に沿って平行なすじのある柱状岩石塊様封入体が
多数観察される(図版II-C，D). この結果， CaVX-3の作る封入体が他の分離株のそれ
と異っているようにみえる.しかし，封入体の形態は，おそらく，接種葉のウイルス感染
による生理的変化の程度，ウイルス増殖の速さ，最終ウイルス濃度などと密接な関係があ
るであろうから，つねにこれら分離株聞に差異を認めることができるかどうか速断はでき
ない.
. 2.寄主範囲と病徴
CaVXの寄主範囲と病徴に関する報告は数少なく (6，8， 10， 11)， 寄主植物の種類
も，サボテン科を除けば，数種を越えない.また， これらの記載は，病徴や病徴発現に要
する期間などで，著者らの結果と必ずしも一致していない.著者らの分離した CaVXの
寄主と代表的な病徴を以下に記述する.汁液接種のための接種源には C.quinoaの接種
葉を用いた.
Chenopodium quinω:接種後4-5日で，接種葉に直径O.5mm以下のえそ斑点また
は輸点を生じるか，あるいは，最初，病斑部だけに緑色が残り，他の葉面全体が退色し始
めてから，緑点の中心にえそが現われる(図版 l-D).一般に，若い葉が前者のように.
古い下葉は後者のように反応する傾向がみられる.やがて病斑が拡大し，葉の黄化が進む
と落葉する.このような葉では，病斑部に限らず，葉の裏面の表皮をはがして検鏡する
と，ほとんど接種葉全域から多様な形態の封入体を多数観察することができる.CaVX-1 
および CaVX-2は全身感染しなかったが， CaVX-3は接種後約2週間で上葉に軽いモザ
イクを現わし(図版 I-C)，封入体の存在が確かめられた.
Chenopodium amaranticolor:接種後4-5日で， 接種葉に直径0.5mm以下のえそ
斑点またはえそ輪点を生じ，病斑の周縁部は不鮮明な退緑となって拡大する(図版 l-A)，
その後， えそ斑点の外縁は赤色となる.一方， 中心がえそとならないで， 退緑斑点のま
ま，接種葉の貰化が始まると.周囲に緑色部分が残ることもある(図版 l-B).接種葉は，
黄化が進むと，落葉する.全身感染は見られなかった.病斑部表皮細胞中にはよく発達し
た多数の封入体が観察される.一方， CaVX-3は，接種葉での病徴が軽く. 病斑がえそ
となることはまれであり，通常，ごく不鮮明な退緑斑点を生じるか，葉が黄化し始めてか
ら，かすかな緑点がとり残されるかのいずれかである.しかし，封入体はよく発達し，ほ
とんど接種葉全域から検出される， CaVX-3も全身感染しなかった.
Chenopodium murale:接種後5-6日で，接種葉に直径 1mm以下の退緑斑点を生
じ，やがて接種葉の黄化が始まると，病斑の周縁に緑色が残り，ときには中心部がえそに
なることもある〈図版 I-F)，下葉に接種すると， 単に緑点を生じ，葉の糞化とともに，
中心がえそとなる(図版 I-E)，病斑部表皮細胞中に封入体が形成される. 全身感染しな
かっTこ.
サトウダイコシ Betavulgaris var. rapa :接種後6-7日で，接種葉に直径約2mm
の退緑斑点を生じ，その後，病斑の拡大と葉の黄化が始まると，その周縁は，最初，緑色
の，ついで赤色の輪点となるく図版 I-K)，古い葉に接種すると，賞化が早まり，緑点の
みを生じる.病斑部表皮細胞中に封入体が観察される.
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フダンソウ B，tavulgaris var. cicla :接種後 6-7日で，接種葉に直径1-2mmの退
緑斑点を生じ，後に，周縁部は赤変して輸点を形成するく図版 I-G，H). しかし，接種葉
が早く黄化する下葉では縁点だけにとどまる.病斑部表皮細胞中に封入体が検出される.
センニチコウ GomPhrenaglobosa:接種後7-10日で，接種葉に少数の直径1-2mm
のえそ斑点を生じ，後に周縁部は赤変して輸点となる.全身感染しなかった.病斑部表皮
細胞中には封入体が検出される.
ヒユの 1種 Amaranthusspp.:接種後5-7日で，接種葉が質化し始め，緑点がとり
残される.後に病斑の中心にえそが現われ， ついには落葉する(図版 I-J).病斑部表皮
細胞中に封入体が観察される.全身感染しない.
ツルナ Tetragoniae:cpansa:接種後6-7日で，接種葉にえそ斑点を生じ，ついで，
えその周縁部にだけ緑色を残して，葉の黄化が始まる(図版 1-1). 病斑部の表皮細胞中
に封入体がみられる.
ヒマワリ Helianthusannuus:子葉に接種して約3週間後に，直径2-3mmのえそ輪
紋を生じる(図版 I-L).病斑部表皮細胞中に封入体が形成される(図版 II-E).
シャコサボテン Zygocactustruncatus:接種後に新しく伸びた扇茎に凹んだ濃緑〈扇
茎が赤い場合には赤)の斑点を生じ〈図版I一M)，表皮細胞中に紡錘形封入体が多数観察
された(図版I1-A).
下記の植物には感染しなかった.
Nicotiana glutinosa， N. rustica， N. tabacum var. Samsun， N. tabacum var. 
Xanthi，ペチュニア Petuniahybrida，ジロパナヨウシュチョウセ Yアサガオ Datura
stramonium，ソラマメ Viciafaba，エ Y ドウ〈仏国大爽)Pisum sativum，キンギョソ
ウAntirrhinummajus，キンケイソウ Coreoρsisdrummondii，キγレンカ Tropeolum
ma)us，レタス〈グレートレークス)Lactuca sativa，ダリア Dahliaspp.，ジニア Zinnia
elogans，ホウレンソウ〈ピロフレイ)Spinacia oleracea. 
3.物 理 性
病斑を多数生じた C.quinoaの接種葉4gに， O.lM pH 7.0リン酸緩衝液 40mlを加
第 1表 CaVX の 物 理 性
不 活 イじ 温 度 (OC.10分〉
郊. 景品 芦動 換 !Q.. zq 船1.5 。 。
希 釈 限 度
10-1 10-1 10" 10-. 10-& 10-' 10-1 
〉鉱10 〉側 311 ‘，1. a 1ιs 。 。
保 存 限 度(日.200 C) 
〉。榔 〉ゐ
2 4 8 32 48 64 
>6()1) 〉制 1'.4 Z倒 201 164. 39.8 
* Chenotodium quinoaの4-5枚の接種葉に生じた locallesionの葉1枚当
りの換算数.
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えて摩砕し，二重ガーゼでろ過後，約1，300f}で10分遠心分離して得た上澄を物理性試験
に用いた.接種は常法により，検定植物には C.quinoaを用いた.結果を第1表に示す.
CaVX-1 の粗汁液中における不活化温度は70--750C(10分加熱)， 希釈限度は10-&--
10-6，保存限度は64日以上 (200C)であった.
電子顕微鏡観察
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4. 
験
CaVX-1を接種した C.quinoa接種葉を冷凍庫に貯蔵し， これを純化材料とした.
200gの C.quinoaに300mlのO.5M pH 7.5 K，HPO.. KH，PO.緩衝液を加えてすり鉢
中で摩砕し，二重ガーゼを通した.これに 200mlのクロロホルム ・プタノール混液(1:
1)を加えて振とうし，直ちに約 1，2∞9で15分遠心分離し， 得られた上澄をさらに約
5，500f}で遠心分離し.その上澄を約70，0009で70分高速遠心分離した.沈搬に 0.02M
pH 7. 5ホウ酸緩衝液を加え， テフロンホモジェナイザーを用いて溶かし，約 6，5009
で10分遠心分離した. この分画遠心分離操作を2回反復して， 得られた上澄を G-100
Sephadexカラムに通し，さらに分画遠心分離を1回行なって部分純化試料を得た.全体で
5BOgのC.quinoa凍結葉から得られた部分純化試料を，最初から5回目までは1週間間隔
でウサギに静脈注射し，あとの2回はそれぞれ10日および2週間間隔で adjuvandtとの
混液を筋肉注射した.最後の注射から30日目に全採血を行ない，得られた力価1.024倍の抗
血清を用いて， Brandesらの分類で PVX群に属する他の3つのウイルス， PVX. white 
c10ver mosaic virus (WCMV)および Cymbidiummosaic virus (CyMV)との聞の
血清試験を行なった.各ウイルスは次の植物で、増殖させた.CaVX: C. amaranticolorと
C. quinoa， WCMV: ソラマメ， PVX: タバコ， CyMV: シンピジウム.各抗原は搾
汁を約5.5009で10分遠心分離した上澄を用いた.徴凝集反応、試験は常法により行ない，
370Cで30分加温した後，低倍率顕微鏡および立体顕微鏡下で反応を調べた.結果を第2
-39ー
試j育血5. 
表に示す.
抗
CaVX-1 
CaVX-2 
CaVX-3 
WCMV 
PVX 
CyMV 
CaVX-l 
CaVX-2 
CaVX-3 
WCMV 
PVX 
CyMV 
CaVX-l 
CaVX-2 
CaVX-3 
WCMV 
PVX 
CyMV 
CaVX-l 
CaVX-2 
CaVX-3 
WCMV 
PVX 
CyMV 
CaVX-l 
WCMV 
PVX 
CyMV 
CaVX. WCMV. PVXおよび CyMVと各抗血清との反応*
抗 血 消 希 釈
x 1 2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 
十H十柑十柵~十-1+十-1+十件特* + 
l!枠制11- ~ト~十~十* * * * + 
柵~十* + 
十H十 ~十 ~十 世時 制十 * t骨 骨 * + 
特+ー
+ 
+ 
l!I- 刊十 ~十 刊十 *****+ + 
* + 
4骨骨+一
骨骨+一一一一一
骨骨+一
l!I- ~十l!II- l!骨骨-1+十冊* * t十 + + 
*徴凝集反応、法による.
主題票
同種ウイルスー抗血清間反応で.CaVX-3は抗 CaVX-l血清と 4倍までは強く反応し
たが，そこから急激に反応が弱まり，わずかに 8倍までしか反応しなかった.生成した沈
澱の状態でも.CaVX-lとCaVX-2がともに低倍希釈で特徴的な薄膜状の大きな集塊を形
成したのに対し.CaVX-3の沈澱は集塊が小さく，両者の聞に差異が認められた.CaVX 
-3抗原の電顕観察および C.arnarantic%r. C. quinoa接種葉表皮細胞中の封入体を検
鏡した結果， ウイルス濃度は十分に高いものと推定された.一方，異種ウイルスー抗血
清間反応では，抗PVX血清が CaVX-3.CyMVと反応し，抗CyMV血清が CaVX-l.
CaVX-2. CaVX-3 と反応した. これとは別に， 予備実験的に寒天ゲル肱散法も行なっ
た.抗血清はすべて 1倍を用い，抗原は生業を O.lMpH7.0リン酸緩衝液で5倍に希釈
したものを用いた.寒天は 0.8%とし.0.02%のマーゾニン (sodiumethylmercurithio・
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salicylate)を加えた. 抗原穴と抗血清穴との間隔は 0.6cm，各穴の直径は 0.8cmとし
た.この方法で， CaVX-lおよび CaVX-2と抗 CaVX-l血清との聞に明瞭な沈降帯を
生じたが， CaVX-3は沈降帯を形成しなかった.この外の抗血清一抗原組み合わせでの試
験は現在継続中である.
考 察
サボテン科植物のウイルスとして，これまで知られているものにCactusvirus X (6)， 
Cactus virus 2 (7)および Sammonピopuntiavirus (17)がある. Brandesらは，
まず， ウイルス粒子の大きさと形態から， これら3つのウイルスをそれぞれ PVX群，
Potato virus S (PVS)群および TMV群に分類し同一ウイルス群に属するウイルス
が血清学的にも近縁であることを証明しようと試みた.本報で著者らが記厳したウイルス
は，形態において PVX群に入ることが明らかとなり，特異な封入体，寄主範囲，物理性
より CaVXと同定された.
封入体については， Molisch (12)以来多数の記載があり (11)，わが国でも向ら(13)
によって，サボテン科30属40種より封入体が検出されている.著者らはウチワサ・ポテン
の1種とカニサボテンから，また汁液接種したサボテン科以外の植物からも，多数の封入
体を観察した.
寄主範囲については，サボテン科以外の植物として，これまで次の植物が記載されてい
る.Chenotodium amarantic%r (11)， C. a/bum (11)， C. quinω(6)，サトウダイコン
Beta 'ou/garis var. ra.如 f.rubra，フダンソウ B.vu/garis var. c;c/a，ムギセンノウ
Agrostemma githago (以上10)，センニチコウ Gomthrenag/obosa (6，8).著者らは，
さらに， Cheno，ρodium mura/e，ツルナ Tetragoniaex，仰nsa，ヒユの1種 Amaranthus
spp.およびヒマワリ He/ianthusannuusを新たな寄主として記載した.
CaVXに感染したサボテン科植物の病徴について， Chessin ら (8)は，病汁を注射
した Otuntiaspp.で， 18ヶ月後に若い扇茎に縮れを伴う退緑斑紋を生じ，さらに，先端
から賞化してえそとなると記している.著者らが分離した CaVXの中で， CaVX-l， 
CaVX-3では原株に病徴は認められなかったが.CaVX-2を分離した Otuntiaspp.で
は若い扇茎に退緑斑紋を生じ，冬期には古い扇茎にも著しかった.また，接種したシャコ
サボテンに波緑の凹みが認められたが，これもおそらく病徴と見てよいものと思われる.
Milicie (10)は C.amarantic%r接種葉から試料をつくり，検定植物にも同じ植物を
用いて.10-4-..10-&の希釈限度値を報告し， Brandesら(6)は不活化温度を約800Cとし
ている.著者らは C.quinoaをウイルス源および検定植物として，不活化温度7ルー 750C，
希釈限度10-&-..10-久保存限度64日以上の値を得た.同時に行なった C.amarantic%r 
を検定植物とする希釈限度試験によれば， C. amarantic%rは C.quinoaよりも感受性
が低いと考えられた.
Amelunxen (2)は純化試料を用いて CaVX粒子の大きさを測定し， 500 x22mμの
値を得たが， shadowing法によったため，幅の値は明らかに大き過ぎる. Sammonsら
(16)は長さ 515mμ のウイルス粒子を観察し， Brandesら (6)は CaVX粒子の大き
さを 519x13mμ とし， PVXよりも形態はやや硬いと報告した.著者らは CaVX-lにつ
いて測定を行なった結果.523x13mμ の値を得た.
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PVX群に属するウイルス聞の血清学的な関係については，すでに Brandes& Bercks 
(6)， Bercks & Brandes (4，5)およびBercks(3)の詳細な報告がある.Bercks (3)は
55の抗PVX血清と CaVX，c10ver yellow mosaic virus (CYMV)， hydrangea ringspot 
virus (HyRV)および WCMVを反応させ，その中でそれぞれ39，24， 34および39の
抗血清が各ウイルスと反応するのを認めた. さらに， 抗血清の濃縮によって，反応する
抗血清数と最高反応希釈値を上げることに成功した.Brandes & Bercks (6)は濃縮抗
血清を用いて， CaVXと抗PVX血清間で最高64倍まで，抗 CaVX血清に対し， PVX， 
WCMVおよび HyRVはそれぞれ最高64倍， 2倍および32倍まで反応するのを認めた.
Bercks & Brandes (5)によれば， CaVX， HyRV， PVXおよび WCMVが抗 CYMV
血清と反応し， CYMVが抗 PVX-，抗 HyRV-，抗 WCMV-および抗 CaVX血清と反
応したのを除けば，これらウイルスと抗血清聞に異種反応(heterologousreaction)はま
ったく認められなかった.
PVX群中， CaVX，当研究室で保存中の PVX，WCMVおよび CyMVと各抗血清を
用いて，これら全ての組み合わせについて徴凝集反応試験を行なった結果， CaVX-1およ
び CaVX-2とCaVX-3との聞に次のような差異を見い出した.すなわち，抗 CaVX-1
血清に対し， CaVX-1と CaVX-2がともに1，024倍まで反応したのに比べ， CaVX-3は
8倍までしか反応しなかったこと;抗PVX血清に対して， CaVX-1と CaVX-2は反応
しなかったが， CaVX-3は2倍まで反応したこと.また，CaVXの3分離株とも抗CyMV
血清と 8倍まで反応した.この外.異種ウイルスー抗血清聞の組み合わせで反応が見られ
たのは CyMVー 抗PVX血清の組み合わせで，反応は2倍までであった.Bercks (3)の
主張のように，たとえば，渡縮による高力価血清を用いるならば，これらのウイルス聞の
血清学的な近縁関係がさらに明確にされる可能性があるように思われるが，本報では検討
できなかった. さらに， 著者らが扱った4種のウイルスのほかに， PVX群のウイルス
で本邦で同定され，抗血清が作成されているものに hydrangearingspot virusがあり
(14)，これを含め，また，現在各地の研究機関で保存中のウイルスと抗血清を合わせて試
験してみることは興味深いことであろう.CaVX-3が血清反応で他の2つの分離株とは
異なる反応を示した理由は本報の試験だけでは十分解明きれなかった.CaVX-3について
は今後さらに粒子の形態，封入体，寄生性，物理性などを詳しく比較し，抗血清を作成し
て検討を加える予定である.
摘 要
サボテンXウイルス Cactusvirus X (CaVX)をウチワサボテン属の l種から2株
(CaVX-1， CaVX-2)，カニサボテンから1株(CaVX-3)分離し，主として， CaVX-1につ
いて諸性状を調べた.CaVX-1は Chenoρodiumamarantic%r， C. quinoa， C. mura/e， 
サトウダイコン，フダンソウ，センユチコウ，ヒユの1種，ツルナ，ヒマワリに感染して
局部病斑を生じ，シャコサボテンに全身感染し，凹んだ緑点を生じたが， CaVX-3だけは
C. quin仰に全身感染した.感染植物の表皮細胞中には，多数の，多様な形態をもった封
入体が観察された. C. quinoa接種葉をウイルス源とし， C. quinoaを検定値物とした
物理性試験で，不活化温度70....750C，希釈限度10-&...10-8，保存限度64日以上の値を得
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た.ウイルスはひも状で，大きさは約520x13mμ と測定された. C. quinω 接種葉から
CaVX-1の純化を行ない，部分純化試料をウサギに注射し， 力価1.024倍の抗血清を得
た.これと当研究室保存の PVX，WCMV， CyMVおよびそれぞれの抗血清を用いて血清
試験を行なった結果，抗 CaVX-1血清に対し， CaVX-2， CaVX-3はそれぞれ 1，024倍，
8倍まで反応したが， WCMV， PVX， CyMV はいずれも反応しなかった.抗 WCMV血
清に対しては，他のウイルスはまったく反応せず，抗 PVX血清に対しては， CaVX-3と
CyMVがともに2倍まで反応したが，他のウイルスは反応しなかった. 抗 CyMV血清
に対しては， CaVXの全分離株がともに4倍まで反応したのに対し， WCMVと PVXは
反応しなかった.
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図版 I
図版説明
図版 1. CaVXに感染した寄主植物の病徴.
A.周縁が退緑となったえそ病斑を生じた Chenopodiumamaranticolor接種薬(CaVX・1).
B.黄化し始めた C.amaranticolor接種葉.周縁に緑色の残った退緑擁点 (CaVX-2).
C.全身感染し，軽いモザイクを現わした C.quinoσの上薬 (CaVX-3).
D.えそ病斑を生じた C.quinoa接種葉 (CaVX-l).
E.黄化し始めた C.murale接種葉.えそ徽点の周縁が緑色の斑点となる(Cavx・1).
F.病斑の周縁が一部黄化し始めて，退緑箆点の周縁が緑色の輸点となった C.murale 
(CaVX-l). 
G.退緑斑点を生じたフダンソウ接種葉 (eaVX・1).
H. l定化し始めたフダγソウ接種糞に生じた赤色の総点 (CaVX司1).
1.ツルナ接種業 えその周縁が緑色の斑点となり，他の部分は黄化が早い (CaVX・1).
1.緑色斑点を生じ黄化し始めたヒユの1種の接種葉 (CaVX・1).
K.サトウダイコン接種葉.最初，退緑斑点を生じ，葉の責化とともに，病斑の周縁は緑色の
輸点となり，ついで，赤色の輸点となる (CaVX・1).
L.褐色のえそ輸点を生じたヒマワリ接種葉 (CaVX・1).
M シャコサボテン.新しく伸びた扇茎に生じた凹んだ緑点 (CaVX・1).
N.健全シャコサボテン.
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図版説明
図 版 1I. CaVX感染値物の表皮細胞中に見られる封入体の光学顕微鏡写真と CaVX粒
子の電子顕微鏡写真.
A. CaVX-lを接種したシャコサボテγ表皮細胞中に見られた紡錘形封入体(Baldのギムゼ
染色).
B. CaVX-2に感染した Chenopodiumamaranticolor接尊重集表皮細胞中に形成された多
様な形態の封入体. 8の字形，輸などが見える(ヨード・ヨードカリ液染色).
C. CaVX-3に感染した C.amaranticolor接種葉表皮細胞中に形成された柱状岩石塊様封
入体(ヨード・ヨードカリ液染色).
D. Cと同じ.
E. Cavx・1に感染したヒ 7 ワリ緩種葉表皮細胞中に観察された紡錘封入体(ヨード・ヨード
カリ液染色).
F. CaVX-lに感染した C.quinoa接種葉から作った dip法試料の電子顕微鏡写真(タロ
ム蒸着.40，0∞倍).
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